
やさ・しー・い食の応援店について
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千葉県 海匝
男性 女性 男性 女性

食塩
摂取量
(g)

１０．９ ９．４ １１．４ ９．８

海匝地域住民の食塩摂取量
平成２７年県民健康・栄養調査結果から

２０歳以上の平均値

海匝の値：標本数が少なく性・年齢等、調査者の偏りによる
誤差が考えられるため参考値
千葉県の値：年齢調整等を行っていないため参考値
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食塩摂取目標量
男性８ｇ未満/日
女性７ｇ未満/日



千葉県民の野菜摂取量
平成27年県民健康・栄養調査結果から

• 野菜摂取量の平均値は男性３１７．６ｇ、女性２９９．２ｇで
ある。男女ともに30歳代で最も少なく、男性２４７．２ｇ、女
性２２５．４ｇである。
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野菜摂取の目標量
３５０ｇ/日

議
題
３



地域の健康課題からみた活動目標

✿野菜の摂取量増加促進と啓発の推進
（減塩活動の継続）

働き盛り世代に対策を浸透させるため

外食産業等へ協力を要請

「食の応援店」
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•目的
海匝地域は、脳血管疾患や糖尿病等の生活習慣病によ
る死亡率が千葉県と比較して高いことから地域の飲食
店において、やさ・しー・い取り組み（生活習慣病予
防に効果があるとされる野菜摂取量の増加促進及び減
塩の推進）を実施し、住民の健康づくりに活用してい
けるよう応援店を認定、普及する。

• 実施主体 海匝地域・職域連携推進協議会
• 対象施設 飲食店 弁当店 惣菜店 企業 販売店等
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H30年度からの継続事業

海匝「やさ・しー・い食の応援店」
やさ野菜たっぷり・し塩は－マイナス・い１ｇ



「やさ・しー・い食の応援店」認定基準
※以下の項目を１つ以上満たしていること※

• 野菜摂取促進または減塩に関する健康情報等の提供
例：1日の野菜摂取目標量の提示など

• １品または１食当たり野菜を１２０g以上使用したメニューを提
供している

• 野菜を販売している
• 地元産の野菜料理を提供または販売している
• 野菜摂取量増加に向けた取り組みがある

例：べジファーストメニューの提供
野菜増量可、サラダバー有など

• １食当たり３ｇ以下のメニューを提供している
• 塩分を控える取り組みがある

例：料理の味付け薄味可、
ソース・ドレッシングの別添え可、減塩調味料の提供など
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このステッカーが
目印です！



「やさ・しー・い食の応援店」は90店舗
R4年度末までに200店舗以上を目指します
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R元年9月末現在
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「やさ・しー・い食の応援店」は90店舗
R4年度末までに200店舗以上を目指します
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R元年9月末現在



「やさ・しー・い食の応援店」認定方法
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海匝「やさ・しー・い食の応援店」申込書
に必要事項を記載
※申込書は、海匝健康福祉センターにて配布(ホームペー
ジにてダウンロード可)

海匝地域・職域連携推進協議会長
（事務局：海匝健康福祉センター)に提出

申込内容が認定条件に該当していることを
確認し、応援店ステッカーを交付

認定店は、
利用者にわかりやすい場所に
応援店ステッカーを掲示する。
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ステッカーの掲示例



令和元年度の取り組み
[作業部会]
○海匝「やさ・しー・い食の応援店」ポスター作成の検討
○ 「やさ・しー・い食の応援店」認定店舗の周知、応援店増加のための
対策について検討
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[応援店についての周知(認定店舗紹介)]
･食生活改善推進員研修会 (5月23日) 52名
･給食施設講習会 (6月20日) 97名
･海匝保健所管内栄養士会研修会 (5月28日) 52名
･千葉県庁出先機関（銚子・海匝地区）(7月)  13機関
[応援店についての周知(認定店舗申込関係)]
･食品衛生講習会 (5月～6月 6回) 1915名
･ホームページへの掲載 最新情報の掲載（6月、8月)
・海匝健康福祉センターだよりへの掲載
・対象店舗への個別訪問 ※銚子商工会議所の協力による



[認定店舗の周知]
地域住民が自らの健康づくりに活用
できるよう認定店舗を周知した。

イベント・研修会等におけるチラシの配布
さんさん☀フェスタ2019(6月8日) 155名
旭中央病院 病院まつり(9月21日) 250名
旭市産業まつり（11月10日）※ 100名
そうさ農業まつり(11月10日) ※  100名
海匝健康福祉センターだよりへの掲載(第1回)

（○○○○部）
ホームページに認定店のチラシ掲載
(4月、6月、8月に最新情報へ更新)

※海匝農業事務所の協力による
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令和元年度の取り組み



今後の取り組み
•やさ・しー・い食の応援店認定店舗の拡大

認定店舗数２００店を目指す
•認定店舗の周知

各種イベント、ホームページ等にて認定店を
紹介する。
•応援店(制度)についての周知

各種研修会・講習会・各市広報紙等
•各種イベント等で野菜摂取量増加及び減塩に
ついての情報提供

•給食施設指導を通じた健康づくり
野菜摂取量増加及び減塩の取り組み状況確認
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海匝地域･職域連携推進事業
（職場のうつ・ストレス対策）

1
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20歳未満 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳～79歳 80歳以上

海匝地域 平成２４年度～平成２８年度合計自殺者数

海匝男 海匝女 千葉県男 千葉県女

40歳から69歳、
特に男性の

自殺者数が高く
なっている

参考：平成24年～平成28年の性・年齢別階級別自殺者数（人口動態統計（千葉県衛生統計年報）より）

※千葉県の自殺者数は海匝の人口比に修正したもの 2



うつ病と統合失調症で５０％以上
資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成

自殺の原因・動機のうち
４０％が健康問題による

40%

13%
12%

7%3%

1%

4%
20%

平成27年度自殺者の
原因・動機別内訳

健康問題
経済・生活問題
家庭問題
勤務問題
男女問題
学校問題
その他
不詳

42%

32%

11%
9%

2%

2% 0%
2%

平成27年度 健康問題による
自殺者の内訳

病気の悩み（うつ
病）
病気の悩み（身体
の病気）
病気の悩み（その
他の精神疾患）
病気の悩み（統合
失調症）
身体障害の悩み

病気の悩み（アル
コール依存症）
病気の悩み（薬物
乱用）
その他
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地域の健康課題からみた活動目標

自殺者の多い40代から60代の男性に対して
対策を浸透させるため

「職域のうつ、ストレス対策の啓発強化」
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相談先
受診先の
紹介

個別で行える
ストレスチェック

の紹介

メンタルヘルス
に関する
知識の普及



ここらく 健康通信海匝!
ếোậѾậඌỀ

平成30年度事業

の発行

内容①

作業部会委員より、掲載内容を
募集。「ストレス」、「労働」、
「病気」、「相談先」、の4項目
から、それぞれの通信ごとに、
細かいテーマを抽出し、作成。

目的①

メンタルヘルスに関する知識
の普及（セルフケアや労働状
況の見直し）を行い、メンタ
ルヘルスケア不調への事前対
応を行う。

5



ここらく 健康通信海匝!
ếোậѾậඌỀ

平成30年度事業

の発行

＜表面＞
ストレスの対処法に
ついて、その場で個
人で試みることがで
きる内容を記載。

＜裏面＞
現在行われている、
ストレスチェックの
意義（労働者と事業
者）について記載。

創刊号では
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ここらく 健康通信海匝!
ếোậѾậඌỀ

平成30年度事業

の発行

＜表面＞
ストレスの対処法に
ついて、その場で個
人で試みることがで
きる内容を記載。

＜裏面＞
心の不調について自
身と周りが気づく変
化を記載。第２号では
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ここらく 健康通信海匝!
ếোậѾậඌỀ

平成30年度事業

の発行

内容
管内の市町村等の連絡先及び、
精神科病院・診療所等を記載。

目的
高齢や子ども、障害に関わらず、
働く人も相談場所があることを
周知する。
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ここらく 健康通信海匝!
ếোậѾậඌỀ

平成30年度事業

の発行

発送状況
創刊号３１００部 作業部会委員の所属先 各３０部

第２号２１００部 作業部会委員の所属先 各３０部

銚子商工会議所（１５００部）
匝瑳商工会（１０００部）
銚子労働基準協会（５００部）

銚子商工会議所（１５００部）
銚子労働基準協会（５００部）

＋

＋
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個別で行えるストレスチェックの活用を検討

ストレスチェック
平成26年6月25日公布：労働安全衛生法の改正により、ストレ
スチェック及び面接指導実施が事業者に義務付けられた。
（労働者50人未満の事業場については当分の間努力義務）

実際には、 努力義務であり絶対ではない
50人未満の事業場でプライバシーの問題
チェックリスト実施者の確保

…等の課題がある。個別で行えるストレスチェックの活用
・労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト
・その他、チェックリストの作成 10



個別で行えるストレスチェックの活用を検討

労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト
記入年月日 年 月 日

このチェックリストは、労働者の仕事による疲労蓄積を、自覚症状と勤務の状況から判定するものです。
１．最近1か月間の自覚症状について、各質問に対し最も当てはまる項目の□に� を付けてく
ださい。 1. イライラする □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）

2. 不安だ □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
3. 落ち着かない □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
4. ゆううつだ □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
5. よく眠れない □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
6．体の調子が悪い □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
7. 物事に集中できない □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
8. することに間違いが多い □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）

9. 仕事中、強い眠気に襲われる □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）

10. やる気が出ない □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）
11. へとへとだ（運動後を除く） □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）

12. 朝、起きた時、ぐったりした疲れを感じる □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よく
ある（３）
13. 以前とくらべて、疲れやすい □ ほとんどない（０） □ 時々ある（１） □ よくある（３）

使用のメリット

※労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト一部抜粋

・数値化により、具体的
な自身の状態を知るこ
とができる。

・仕事による、疲労度に
焦点が絞られており、
労働による影響が分か
りやすい。

・家族がつけられる用紙
もある。
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個別で行えるストレスチェックの活用を検討

※内容等は再検討中
裏面には管内の相
談・医療機関等を
記載する予定。

使用のメリット

・うつやアルコール、発達障
害等、疾患性を含めて、自
身の状況を確認することが
できる。

・仕事環境ではなく、使用者
の生活場面を含めて気づき
を促すことができる。

・「はい」「いいえ」の２択
質問であり、チェックの時
間が短く済む。
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個別で行えるストレスチェックの活用を検討

・労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト
・その他、チェックリストの作成（ストレス感じていませんか（仮））

それぞれの利点があるため両方の用紙を利用。
活用例）労働関係を中心とした研修等では「労働者の疲労蓄積度自己

診断チェックリスト」を、メンタルヘルスを中心とした研修
等では、「ストレス感じていませんか（仮）」を利用。その
他、事業場や労働者のニーズに合わせて使用。
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令和元年度作業部会活動状況

①ここらく健康通信 海匝！の発行継続 （年2回の予定）
•第３号作成中（自分の気持ちを上手に伝える方法）。
•今年度中に第４号の作成。
②「ストレス感じていませんか？（仮）」の作成。
・作成中・今年度内に内容の決定。
・労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリストの配布
（労働衛生週間９月４日～９月６日）

作業部会
第１回：６月１２日（水）
第２回：１１月２６日（水）（開催予定）
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今後の活動内容（予定）

①ここらく健康通信の発行及び発送
→年２回の作成継続。
→各商工会議所及び商工会等に依頼し、各企業へ発送又は配置
→市役所等、作業部会委員の窓口に配置
→研修会や講習会等で配布。

②個別で行えるチェックリストの配布
→活用方法の説明、配布方法の決定。
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